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１、はじめに 

                         

 特定非営利活動法人つれもてネット南紀熊野は、田辺市及び周辺町の協力を得て

独立行政法人福祉医療機構平成 26年度助成事業「過疎地域に住む高齢者の孤立化

防止支援事業」を行いました。 この中で、地域づくりを ICTで支援する為にタブ

レット端末を使った研修会を和歌山県南部の川筋の過疎集落 8か所で 69回行いま

した。 

 この研修会への参加者は、延べ１,000人近くに達し、タブレット端末を利用し

て ICTを活用することで、趣味の幅を広げ、日常生活の利便性も向上させたいとい

う高齢者（概ね 65歳以上）が多いことを実感しました。  

 高齢者が ICTを活用する上でネックになっていた入出力操作が、音声・手書きな

どで出来ること、パソコン画面に表示される字が小さく見づらかった点がタブレッ

ト端末では画面のタッチ操作で容易に文字の拡大縮小が出来ること等が関心を高

める理由となって、タブレット端末が高齢者の扱う道具として使い勝手が良いこと

を実証できました。 

 このことから、事業の目的としていた過疎集落での高齢者のコミュニティづくり

については、「コミュニティ講座」の制作などの成果にもつながりました。 しか

し、研修会実施地域の特性、特に地域リーダの有無、参加者のコミュニティづくり

に対する取り組み方の違いから出来上がった「コミュニティ講座」に地域差が出ま

した。 高齢者が多く住む過疎集落においては、その地域の特性に合わせた個別の

対応が必要なことをあらためて認識しました。 過疎集落に住む ICT環境になじん

だ高齢者が、そうでない高齢者に、社会環境の変化（ネットショッピング、ネット

バンキング、テレビ電話など）を同じ目線（過疎集落生活者、高齢者など）で何度

でも繰り返し啓発してゆくことが大切であることを認識しました。 

 特定非営利活動法人つれもてネット南紀熊野の取り組みは、高齢者を対象に ICT

を活用してコミュニティづくりを進めようとする活動ですが、この研修会への参加

者から終了後、「この後、私たちはどこへ行けばいいんだ！」という意見が寄せら

れています。 川筋の過疎集落を対象に研修会を行ってきたことから、この地域に

住む高齢者の災害への関心の高さも再認識しました。 

 遠方にいる子供や孫とのつながりを再確認するコミュニケーションツールとし

て、又、日常生活の利便性を向上させるツールとして、タブレット端末利用の幅を

広げることへの支援に加えて、これからは、過疎集落に住む高齢者にも趣味の領域

を超えた社会参加・社会貢献への更なる意識付けを進めたいと考えています。  
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２、事業概要 

                         

 過疎地域に住む高齢者が、タブレット端末（ASUS社製アンドロイド端末ME-181C）

の活用方法を学ぶことで、様々なアプリを利用して生活の利便性を、又、テレビ電

話の利用や・コミュニティ講座づくりなどで親族や近隣の人々との「つながり」を

体感すること等を目的に、つれもてネット南紀熊野のシニア情報生活アドバイザー

が地元行政、関係団体などと協働して過疎地域に住む高齢者を対象にタブレット研

修会、コミュニティ講座づくりを行った。 

  

 

１）事業実施スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２）実行委員会の設置 

 

イ）過疎地域に住む高齢者の日常生活の利便性を高めるためにタブレット端末とインタ 

ーネットの活用について学ぶ研修会の内容を検討した。 

ロ）過疎地域に住む高齢者が親族や近隣の人々との「つながり」を確認し、地域情報を 

発信する為の「コミュニティ講座」の内容、開発手順を検討した。 
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３）実行委員会の実施記録 

 

イ）第１回 2014年 ７月 18 日（金）15時～ 田辺市民総合センタ― 

    ロ）第 2回 2014年 10 月 17日（金）15 時～ 和歌山県立情報交流センタ― 

    ハ）第 3回 2015年 1月 16日（金）15 時～  和歌山県立情報交流センタ― 

                          現地視察：田辺市大塔・富里連絡所 

    二）第 4回 2015年 2月 27日（金）15 時～ 和歌山県立情報交流センタ― 

現地視察：田辺市ひがし公民館 

    ホ）事業完了及びコミュニティ講座報告会 

2015年 3月 14 日（土）13時～ 和歌山県立情報交流センター 

 

 ４）実行委員として参加いただいた方々（敬称略） 

 

イ）佐藤 周  和歌山大学 経済学部教授 

ロ）小松 実  田辺市 情報政策課長 

       ハ）川村 健三 一般財団法人ニューメディア開発協会シニアネット推進グループ部長 

     二）山根 明  NPO法人シニア SOHO世田谷 代表理事 

       ホ）福森 宏昌 NPO法人シニアネット光 代表理事 

     へ）道本 浩司 NPO法人わかやまＮＰＯセンター 理事長 

       ト）千品  雅彦 NPO法人つれもてネット南紀熊野 代表理事 

 

 ５）事業実施に連携して協力いただいた団体 

 

   イ）田辺市役所  

    ロ）一般財団法人 ニューメディア開発協会  

 

尚、連携して協力いただいた団体から、実行委員として関係部門の方に参加いただいた。 
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３、研修会を実施した地区 

                         

    研修会は、下図に示す和歌山県南部の川筋の過疎集落 8か所で 69回行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 実施会場 】       １、田辺市本宮行政局（無線ＬＡＮルータ） 

 （インターネット接続環境） ２、田辺市龍神市民センター（無線ＬＡＮルータ） 

               ３、田辺市中辺路コミュニティセンター（無線ＬＡＮルータ） 

               ４、田辺市大塔・冨里連絡所（無線ＬＡＮルータ） 

               ５、みなべ町みなべ生涯学習センター（無線ＬＡＮルータ） 

               ６、白浜町市鹿野地域活性化センター（ポケット WiFi） 

               ７、白浜町日置・安居出張所（ポケット WiFi） 

               ８、新庄愛郷会館（無線ＬＡＮルータ） 
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４、研修会で使用した ICT 機器 

                         

 研修会で使用した ICT機器を以下に示す。 

 １）タブレット端末 … ASUS社製アンドロイド端末（ME-181C） 

               サイズ⇒8インチ、厚さ⇒8.3ｍｍ、重量⇒320ｇ、 

駆動時間⇒最大 9時間  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    専用保護カバー装着時 

 

 

 

 

タッチパネル面 

 

 

 

 

 

 

 

   タブレット端末保護袋（自作） 

自作管理番号シール 

タブレット端末管理ラベル（自作） 

 

                    タッチパネル清掃用布（自作） 

 

 

裏面 
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 ２）インターネット接続環境  

   イ）無線 LANルータ 

     インターネット接続環境はあるが、無線環境にない研修会場（みなべ、新庄）で 

使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ロ）ポケット WiFi 

     ・インターネット接続環境にない研修会場（安居、市鹿野）で使用 

      ・研修会実施時にインターネット接続が集中した際に使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）無線アダプター … ASUS社製ミラーキャストトングル 

・講師用タブレット端末の画像を見せながら講師が自在に研修会場内を移動 

出来るようにする為に使用   
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４）プロジェクター … ASUS社製小型プロジェクター「S1」 

      ・手のひらサイズのバッテリー内蔵コンパクトプロジェクター 

 

 

 

 

 

 

 

                             無線アダプター装着時 

 

 

 ５）接続形態 

       ・多様な会場で使用する為、比較的環境に左右されにくいこと、研修会場間 

を頻繁に移動する為、小型軽量であることを条件にして機器を選定した。 
 

                         

 

 

 

無線 LANルータ 

ポケット WiFi 

 

 

 

 

 

タブレット端末 

無線アダプター 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロジェクター 

 

 
       投影 

インターネット接続 
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５、研修会の記録 

                         

 １）講師講習会（講師事前学習） 

 

    研修会を始めるにあたり、事前に６日間（土、日）の講師講習会を行った。 

講師参加者は約２０名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）研修会の運営 

 

イ）研修会の講師及びサポータは、講師講習会を受講したつれもてネット南紀熊野のシ 

ニア情報生活アドバイザー（概ね 60歳以上の高齢者）が担当し、研修会参加者で 

ある高齢者（平均年齢約 70歳）にタブレット端末の操作や、アプリの利用方法に 

ついて、研修テキストに基づいて理解するまで個別に繰り返し何回でも説明するこ 

とを基本とした。 

     ロ）研修会の会場は、和歌山県田辺市、白浜町、みなべ町の過疎地区でインターネット 

接続環のある公民館など、主に行政が所管している社会教育施設を利用して行った。 

施設利用にあたっては、地元行政の許可を得て行ったが、インターネット接続環境 

のない施設では、つれもてネット南紀熊野が研修会場としての環境も含め整備した。 

ハ）研修会の参加者募集は、つれもてネット南紀熊野が行った。又、田辺市を中心にし 

た研修会実施地域の行政は、公民館報などを通じた広報による募集及び関係部署へ 

の周知を行った。 

二）研修会参加者は、地域の実態に合わせて 1回当り 10人～20人とした。 

   ホ）研修会は、主に午前（3時間）を機器セットアップに充て、午後（3時間）を研修 

会とすることを基本にし、秋の農繁期のことを勘案して参加しやすい曜日、時間帯 

を地域毎に設定した。 

へ）研修会は、4日間を 1コースとし、1日当たり 3時間の研修会を地域毎に指定曜日 

を設定し、月間連続して行った。 地域毎に曜日を違わせたのは、講師、サポータ、 

使用機器確保の為である。 
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【研修会実施曜日、実施月（コース数）】 

田辺市…龍神地区   ：木曜日、10～12月（3コース） 

本宮地区   ：金曜日、10～12月（3コース） 

中辺路地区  ：土曜日、10～11月（2コース） 

大塔地区   ：金曜日、10～11月（2コース） 

新庄地区   ：水曜日、10～12月（3コース） 

白浜町…市鹿野地区  ：火曜日、1～2月（2コース） 

安居地区  ：金曜日、1～2月（2コース） 

みなべ町…みなべ地区：火曜日、10～11月（2コース） 

  

 

３）研修会の案内 

     

イ）研修会場掲示チラシ 

 

 

 

 

 

 

 

    

ロ）案内チラシ                          
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４）研修会の内容 
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５）研修会の実施地区 

 

  研修会は、8地区で行ったが、各地区類似した記録となる為、ここでは代表して本宮 

（山間部）、新庄（市街地）の 2地区を事例として示した。 

 

   イ）田辺市本宮地区 

 

（１０月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１１月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１２月） 
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 ロ）田辺市新庄地区 

 

（１０月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１１月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１２月） 
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５、ICT 機器貸出とコミュニティ講座づくり 

 

１）ICT機器貸出とコミュニティ講座の案内 

    【募集案内】 
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２）ICT機器貸出しの内容 

 

イ）講習会終了後、１月から３月初までの約２カ月間、前項のコミュニティ講座の開 

  発に参加された方で、タブレット端末を継続に利用したい希望がある高齢者（最 

  大２０名）に対し、タブレット端末及び通信アダプターを貸出し、タブレット端 

  末によるコミュニケーションの増大を図った。 
 

【貸し出し状況】 

・田辺市（２０台） 

龍神地区 ： ４台 

本宮地区 ： ４台 

中辺路地区： ４台 

大塔地区 ： ４台 

新庄地区 ： ４台 

・みなべ町（４台） 

みなべ地区： ４台 

            ・白浜町（１０台） … 但し研修会用 

 

    ロ）タブレット端末の操作方法がわからなくなった場合は、その地区の近隣に居住す 

     るつれもてネット南紀熊野の会員が電話又は自宅に赴き直接再指導した。 

    ハ）タブレット端末の貸し出しを受けた過疎地域に住む高齢者が指定する近親者には、 

     （一財）ニューメディア開発協会が作成したタブレット端末のテレビ電話(Skype) 

     の操作方法書いた説明書をつれもてネット南紀熊野から送付すると共に（一財）ニ 

     ューメディア開発協会のホームページに操作ビデオを掲載することとした。 この 

     ことにより近親者から貸し出し者に対しテレビ電話をかけることでシニアの孤立 

     化を防止できる。 
   

 

３）コミュニティ講座の内容 

 

イ）田辺市 

・龍神地区：「龍神の魅力を発信しよう」（参加：約１０人）  

 

日本の和食が世界遺産に認められ、 

世界的に日本料理が注目されてい 

る中で龍神村の食に目を向けてみた。  

手間暇かけた心のこもった伝 

統のある龍神の料理のひとつで、 

龍神ならではの灰汁づくりから作ら 

れてゆく昔ながらのこんにゃく作りに 

チャレンジした。 
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・本宮地区：「語り部の案内する旧本宮町内にある熊野古道王子社」（参加：約５人） 

 

            あるＴＶ局が関空で日本を訪れた外国人観光客に、今ゆきたい日本の 

          観光地はとアンケートをとったところ、一番が本宮町川湯温泉にある千 

          人風呂で、二番が熊野古道と報じられていた。 そんな魅力のある本宮 

          町にある熊野古道王子社７社と、本宮大社、大斎原、それに本宮温泉郷 

          の写真を加えて紹介した。 

           尚、説明文は研修会に参加した「語り部」が作成した。 
 

・中辺路地区：「中辺路町の老人施設」（参加：約５人） 

 

            中辺路町内にある事業所・個人企業・社会福祉施設などを取材しなが 

          ら、企業があることで地域の雇用が生まれている姿を記録・紹介した。 
 

・大塔地区 ：「ふるさとを見直そう」（参加：約１５人） 

                参加者を４班に分け「ふるさとを見直そう」というテーマで各班で具体的な活 

               動テーマを設定し、パワーポイントを使ってタブレット端末で鑑賞できるコンテ 

               ンツに仕上げた。 

                各班で設定したテーマ：１班→半作嶺に登る風景の記録を紹介 

                               ２班→冨里の食材を紹介 

                               ３班→普段余り注目されていないが値打ちのある 

                                   場を紹介 

                               ４班→４年半にわたって投稿されたブログから富里 

                                   の四季を紹介 
 

・新庄地区 ：「新庄ぎおんさんの夜見世」（参加：約１０人） 

 

                              新庄町で江戸時代末期から続き、戦後からは、 

家の軒先に野菜や草花で作った飾り物を展示 

する全国でも珍しい夏祭り（新庄ぎおんさんの 

夜見世）の模様を取材しタブレット端末でも鑑賞 

できるコンテンツに仕上げた。 

 

 

 

ロ）みなべ町 

 

・みなべ地区：「過疎地に住む高齢者の孤立化支援に向けて取り組むこと」 

                              （参加：約５人）  

 

                    タブレット端末の研修サークルを続けなが 

                 ら参加者と共にみなべ町清川地区に残る「獅 

                 子舞」の記録、「神社」の紹介をするコンテ 

                 ンツを作った。  

 

 



独立行政法人福祉医療機構平成 26年度社会福祉振興助成事業 

25 

 

４）コミュニティ講座の記録 

 

コミュニティ講座づくりは、６地区で行ったが、各地区類似した記録となる為、ここ 

では代表して龍神、大塔（冨里）の２地区を事例として示した。 

 

   イ）田辺市龍神地区 
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   ロ）田辺市大塔・冨里地区 
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７、参加者の声 

 

１）田辺市龍神地区参加者の声 
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１）田辺市大塔（冨里）地区参加者の声 
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８、実行委員所見 

 

  １）佐藤 周（和歌山大学経済学部教授：実行委員長） 
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    ２）小松 実（田辺市情報政策課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



独立行政法人福祉医療機構平成 26年度社会福祉振興助成事業 

31 

 

 

   ３）川村 健三（ニューメディア開発協会シニアネット推進グループ部長） 
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    ４）山根 明（NPO法人シニア SOHO世田谷 代表理事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



独立行政法人福祉医療機構平成 26年度社会福祉振興助成事業 

33 

 

 

   ５）福森 宏昌（NPO法人シニアネット光 代表理事） 
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    ６）道本 浩司（NPO法人わかやま NPOセンター 理事長） 
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９、おわりに 

 

 

１）この事業では、 

・研習会への延べ参加者数     … ６０２名 

（講師、サポータ含めると 1,000人を超える） 

・研習会受講者のアンケート回答数 … ４９８件 

・開発したコミュニティ講座    … ６講座 

となりました。 

つれもてネット南紀熊野が行っている高齢者向けパソコンサークルに参加してい 

る方が多くおられましたが、研修会に参加されている皆さんのタブレット端末への 

関心の高さに驚かされました。 

 

２）つれもてネット南紀熊野では、元気な高齢者向けのディサービスの場として、知的 

好奇心を潤す場、「シニア・タブレットサロン」の設置を考えています。  

高齢化に向けて身体的訓練への参加には積極的であっても、知的訓練への参加には 

消極的な人が多く見受けられます。  

楽しく気軽に参加できることをアピールし、高齢化して動くことが難しくなってか 

らではなく、元気なうちに社会変化に対応できる生活スタイルを身につけてもらう 

ために、今後も高齢者を対象にした地域情報化の支援に取り組んでゆきます。 

 

   ３）具体的な高齢者向けの地域情報化支援として、ICTを活用しながら「避難マップ」 

     や「ふるさと再発見マップ」づくりで、過疎集落のコミュニティ維持、さらには過 

疎集落創生に向けて地域の若者を巻き込みながら取り組んでゆきます。 

 

４）WAM 助成事業を進める中で、サポータとして高齢者のケアーや ICTに堪能な高齢者 

が身近にいることがポイントになることをあらためて痛感しました。  

今回の事業は、ICTに特化したものですが、１人の高齢サポータが高齢の研修会参 

加者２～３人を支援してきました。 

高齢化が進む中で、老老介護の必要性が増し、ICT分野でも、ボランタリーな感性 

を持った人材の本格的な育成が急務なことをこの事業を通じて強く感じました。 

      

 

 

 


